
展開案 レジリエンス向上プログラム（3回目） 

本時の目標 

 〇 リフレーミングについての価値と概要の理解を深め，リフレーミング能力を向上させる。 

学習の展開 

学習活動 〇指導上の留意点と●評価（評価方法） 

１．ものの見え方について 

（１）「桜」の見え方について考える。 

・同じ角度からだけ見ていたのでは本当にその

人のことを理解したと言えるか考える。

（２）絵を見る。 

・ルビンの壺等の絵を見ることで，１つのもの

から２つの見え方ができるということを理解

する。

２．リフレーミングについて 

（１）リフレーミングについての説明を聞く。 

・新しい見方によって，短所を長所に置き換

えられることを理解する。

（２）例題をとく。 

（３）練習問題をとく。 

３．自分の短所をリフレーミングしてみよう 

（１）短所について考え，ワークシートに記入

する。 

〇子どもから出てきそうな短所は例として出さ

ず，簡単なものを提示する。 

 けち⇒倹約上手・経済観念がある  

 プライドが高い⇒自分に自信がある 等 

〇例題を提示した時の印象について聞いてお

き，リフレーミングした後の印象と比べるこ

とで，リフレーミングしてみるとよい方向に

印象を変えることができることに着目させ

る。 

〇また，これらは全員に言えることだと示すこ

とで，子ども自身がリフレーミングによって

自分自身を良く捉えることができると理解さ

せる。 

〇外見や身体能力のことではなく，内面のこと

について書かせるように留意する。 

〇短所がない場合（思いつかない等）は短所が

見つからないことを褒めつつ，今回は長所を



（２）3～4人のグループを作り，グループ内で

短所をリフレーミングする。 

（３）リフレーミングしてみてどうだったか考

える。 

４．授業後の感想を記入する 

・今日の取り組みが今後どのように生かせる

か考える。

リフレーミングしてみるように促す。

〇リフレーミング辞典を準備し，グループ

（班）の活動状況に応じて教師から辞典を使 

った助言を与えるようにする。 

〇リフレーミングが難しい場合は，褒めてあげ

るようにさせる。 

〇うれしくなった等の意見を強調させる。 

〇よくわからなかった等の意見に対しては，こ

れからリフレーミングの練習をして学級全体

でリフレーミングが上手くなれば，よい気持

ちになれるかもしれないと伝える。 

〇最適なリフレーミングをすることの他にも，

仲間のために必死に考える姿勢や，自分の

見方を仲間に伝えようとする態度も大切で

あることも伝える。 

●本時の学習を通して，リフレーミングのよさ

や今後の生活で生かせそうな場面について振

り返っているか評価する（ワークシート）。



ワークシート（第３時）  

色んな見方をしてみよう 
 

１ リフレーミングしてみましょう 

・がんこ    →（       ） 

・だらしない  →（       ） 

・らんぼう   →（       ） 
 

２ 自分の短所を書いてみましょう 

 

３ 自分の短所をみんなでリフレーミングしてみましょう 

 ↓リフレーミングしてもらいたい私の短所はこれ！ 
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リフレーミングして見方を変えると… 



ワークシート（第３時）  

 

４ リフレーミングしてみて，リフレーミングされてみてどうでしたか？感想を書きましょう 
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